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令和６年１月臨時会会議録 

 

 

令和６年１月２４日 水曜日 午前１０時００分開会 

議 長 佐 藤 卓 也     副議長 今 田 浩 徳 

 

 出 席 議 員（１７名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  議員     ２番   亀  井  博  人  議員 

  ３番   今  田  浩  徳  議員     ４番   鈴  木  啓  太  議員 

  ５番   坂  本  健 太 郎  議員     ６番   田  中     功  議員 

  ７番   山  科  春  美  議員     ９番   辺  見  孝  太  議員 

 １０番   渡  部  正  七  議員    １１番   新  田  道  尋  議員 

 １２番   八  鍬  長  一  議員    １３番   伊  藤  健  一  議員 

 １４番   山  科  正  仁  議員    １５番   髙  橋  富 美 子  議員 

 １６番   佐  藤  卓  也  議員    １７番   小  野  周  一  議員 

 １８番   小  嶋  冨  弥  議員 

 

 欠 席 議 員（１名） 

 

  ８番   鈴  木  法  学  議員 

 

 欠 員（０名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 科 朝 則  副 市 長 石 山 健 一 

教 育 長 高 野   博  総 務 課 長 西 田 裕 子 

総 合 政 策 課 長 川 又 秀 昭  財 政 課 長 小 関   孝 

市 民 課 長 伊 藤 リ カ  子育て推進課長 
兼福祉事務所長 鈴 木 則 勝 

農 林 課 長 柏 倉 敏 彦  商 工 観 光 課 長 小 関 紀 夫 

都 市 整 備 課 長 長 沢 祐 二    

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 山 科 雅 寛  総 務 主 査 笹 原 佳 子 
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主 任 小 松 真 子  主 事 秋 葉 佑 太 

 

議 事 日 程 

令和６年１月２４日 水曜日 午前１０時００分開議 

 

日程第１ 会議録署名議員指名 

日程第２ 会期決定 

日程第３ 市長の行政報告 

日程第４ 議案第２号新庄市手数料条例の一部を改正する条例について 

日程第５ 議案第３号新庄市土地開発公社の解散について 

日程第６ 議案第１号令和５年度新庄市一般会計補正予算（第６号） 

 

本日の会議に付した事件 

 

議事日程に同じ 
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開      会 

 

 

佐藤卓也議長 皆さん、おはようございます。 

  ただいまの出席議員は17名です。 

  欠席通告者は、鈴木法学議員１名です。 

  これより令和６年１月新庄市議会臨時会を開

会いたします。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付しております議

事日程によって進めます。 

 

 

日程第１会議録署名議員指名 

 

 

佐藤卓也議長 日程第１会議録署名議員の指名を

行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第88条の規定に

より、議長において田中 功議員、八鍬長一議

員のお二人を指名いたします。 

 

 

日程第２会 期 決 定 

 

 

佐藤卓也議長 日程第２会期決定を議題といたし

ます。 

  議会運営委員長の報告を求めます。 

  議会運営委員長八鍬長一議員。 

   （八鍬長一議会運営委員長登壇） 

八鍬長一議会運営委員長 おはようございます。 

  議会運営委員会における協議の経過と結果に

ついて報告いたします。 

  去る１月17日午前10時より、議員協議会室に

おいて議会運営委員６名出席の下、執行部から

副市長及び関係課長の出席を求め、議会運営委

員会を開催し、本日招集されました令和６年１

月臨時会の運営について協議をしたところであ

ります。 

  初めに、執行部から招集日を含め、提出議案

等についての説明を受け、協議を行った結果、

会期につきましては本日１月24日、１日と決定

いたしました。 

  このたび提出されます案件は、議案第１号令

和５年度新庄市一般会計補正予算（第６号）、

議案第２号新庄市手数料条例の一部を改正する

条例について、議案第３号新庄市土地開発公社

の解散についての議案３件であります。 

  案件の取扱いにつきましては、臨時会であり

ますので、委員会への付託を省略して、直ちに

本日の本会議において審議をお願いいたします。 

  以上、よろしくお取り計らいくださいますよ

うお願い申し上げ、議会運営委員会における協

議の経過と結果についての報告といたします。 

  よろしくお願いいたします。 

佐藤卓也議長 お諮りいたします。 

  今期臨時会の会期は、ただいま議会運営委員

長から報告のありましたとおり、１月24日、本

日１日としたいと思います。これに御異議あり

ませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

会期は１月24日、１日と決しました。 

 

 

日程第３市長の行政報告 

 

 

佐藤卓也議長 日程第３市長の行政報告をお願い

いたします。 

  山科市長。 

   （山科朝則市長登壇） 

山科朝則市長 おはようございます。 

  それでは、私から、令和６年能登半島地震に
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関する対応について御報告いたします。 

  令和６年１月１日に発生した令和６年能登半

島地震につきましては、最大震度７を観測し、

石川県をはじめとする多くの地域に甚大な被害

をもたらしております。この場をお借りして、

被災された方々に心からお見舞いを申し上げま

す。 

  なお、本市におきましては、この地震で震度

３が観測されたものの、人的、物的被害は本日

現在確認されておりません。 

  市といたしましては、この地震により被災さ

れた方々の支援をするため、日本赤十字社山形

県支部と連携し、災害義援金の受付を行ってお

ります。災害義援金の受付につきましては、本

庁舎入り口と福祉健康フロア及び第２庁舎に募

金箱を設置するとともに、市ホームページにお

いて市民の皆様への周知を行っているところで

あります。物的な支援といたしましては、山形

県物的支援と連携したペットボトル飲料水の提

供を予定しておりますが、需要や提供時期につ

いては調査の上、改めて要請を受けて対応する

ことにしております。 

  また、被災した自治体への職員の応援派遣に

ついてでありますが、山形県の派遣要請を受け、

新潟市における住宅被害認定調査業務を行うた

め、１月14日から職員１名を派遣しております。

１月31日までの間に３名の職員が交代でその任

務に当たる予定であります。 

  さらに、日本水道協会の要請を受け、石川県

珠洲市及び七尾市において給水活動を行うため、

１月18日から給水車１台と職員２名を１組とし

た応援派遣を行っております。１月25日までの

間、４名の職員が交代で任務に当たることにし

ております。 

  また、珠洲市など石川県内自治体への保健師

派遣についても、山形県の要請を受け、２月９

日から１名の職員を応援派遣する予定でありま

す。 

  以上、令和６年能登半島地震に対する市の対

応について御報告とさせていただきますが、地

震による被害が甚大であり、復興までは長い時

間を要することが予想されます。今後も、山形

県や関係団体と連携し、可能な限り物的、人的

な支援を行ってまいりたいと考えておりますの

で、御理解と御協力を賜りますよう、よろしく

お願いいたします。 

 

 

日程第４議案第２号新庄市手数料 

条例の一部を改正する条例につい 

て 

 

 

佐藤卓也議長 日程第４議案第２号新庄市手数料

条例の一部を改正する条例についてを議題とい

たします。 

  提出者の説明を求めます。 

  山科市長。 

   （山科朝則市長登壇） 

山科朝則市長 議案第２号新庄市手数料条例の一

部を改正する条例について御説明申し上げます。 

  本案は、令和５年12月６日に公布された地方

公共団体の手数料の標準に関する政令を一部改

正する政令の施行に伴い、本市の手数料条例に

つきまして、必要な改正を行うものであります。 

  改正の内容といたしましては、戸籍法の一部

を改正する法律が本年３月に施行され、本籍地

以外での戸籍証明書の取得や行政手続における

戸籍証明書の添付の省略など、利用者の利便性

の向上を図るための戸籍制度の改正が行われる

ことに伴い、戸籍謄本等の本籍地以外での交付

及び戸籍電子証明書提供用の識別符号の発行等

に係る事務手数料について、新たに定めるとと

もに、必要な規定の整備を行うものであります。 

  施行日は令和６年３月１日といたします。 

  以上、御審議いただき、御決定くださいます
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ようお願いいたします。 

佐藤卓也議長 ただいま説明のありました議案第

２号については、会議規則第37条第３項の規定

により、委員会の付託を省略したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第２号は委員会の付託を省略することに決

しました。 

  これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第２号は討論を終結し、直ちに採決するこ

とに決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第２号新庄市手数料条例の一部を改正す

る条例については、原案のとおり決することに

御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第２号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第５議案第３号新庄市土地開 

発公社の解散について 

 

 

佐藤卓也議長 日程第５議案第３号新庄市土地開

発公社の解散についてを議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  山科市長。 

   （山科朝則市長登壇） 

山科朝則市長 議案第３号新庄市土地開発公社の

解散について御説明いたします。 

  新庄市土地開発公社につきましては、公社の

理事会において決定を経て、解散に向けた手続

を進めております。令和５年９月の市議会定例

会におきましては、公社の定款に残余財産の処

分に関する規定を追加する議案を御可決いただ

き、令和５年11月には、この定款の変更につき

まして山形県知事の認可を受けたところであり

ます。 

  公社といたしましては、これらの定款の変更

手続が完了をしたことを受け、令和５年12月公

社理事会において、公社の解散することについ

て同意を求める議案を決定したところでありま

す。公社の解散に当たりましては、公有地の拡

大の推進に関する法律第22条第１項の規定によ

り、公社の設立団体である新庄市の議会の議決

を経る必要があることから、提案するものであ

ります。 

  なお、公社は、この議案を御可決いただいた

後に、山形県知事の認可を受けたときに解散す

ることとなり、その後は清算に関する手続を進

めることになります。 

  以上、御審議いただき、御決定くださいます

ようお願い申し上げます。 

佐藤卓也議長 ただいま説明のありました議案第

３号については、会議規則第37条第３項の規定

により、委員会の付託を省略したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第３号は委員会の付託を省略することに決

しました。 

  これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 
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佐藤卓也議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第３号は討論を終結し、直ちに採決するこ

とに決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第３号新庄市土地開発公社の解散につい

ては、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第３号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第６議案第１号令和５年度新 

庄市一般会計補正予算（第６号） 

 

 

佐藤卓也議長 日程第６議案第１号令和５年度新

庄市一般会計補正予算（第６号）を議題といた

します。 

  提出者の説明を求めます。 

  山科市長。 

  暫時休憩いたします。 

 

     午前１０時１６分 休憩 

     午前１０時１７分 開議 

 

佐藤卓也議長 休憩を解いて再開いたします。 

   （山科朝則市長登壇） 

山科朝則市長 議案第１号令和５年度新庄市一般

会計補正予算について御説明申し上げます。 

  補正予算書の１ページ、議案第１号令和５年

度一般会計補正予算でありますが、歳入歳出そ

れぞれ４億6,381万1,000円を追加し、補正後の

予算総額を212億3,421万7,000円とするもので

あります。 

  このたびの補正の内容につきましては、主に

国の補正予算の追加配分によるものとなってお

ります。 

  ３ページ、第２表、繰越明許費についてであ

りますが、歳入歳出予算の補正で計上する事業

のうち、翌年度に繰り越して行うものを追加す

るものであります。 

  ４ページ、第３表の地方債補正におきまして

は、県営土地改良事業負担など、計４事業の起

債の変更を行っております。 

  ７ページからの歳入についてでありますが、

15款国庫支出金では、国からの追加配分されま

した地方創生臨時交付金及び社会資本整備総合

交付金の増額補正をしております。 

  さらに、６款県支出金におきましては、畑地

化促進事業補助金及び地域経済活性化物価高騰

対策事業費の補助金を増額補正しております。 

  ８ページからの歳出では、３款民生費に低所

得世帯の物価高騰対策に係る支援として、主に

住民税が均等割のみの世帯を対象に10万円の給

付をするとともに、住民税が非課税または均等

割のみの世帯の子供１人につき５万円の給付を

するための費用を新たに計上しております。 

  また、６款農林水産業費では、稲作農家を対

象とした種苗費用の一部を補助する新庄産米生

産応援事業費補助金を新たに計上をしたほか、

県営土地改良区事業に係る負担金や畑地化促進

事業費補助金の増額補正をしております。 

  ９ページ、７款商工費では、原油価格の物価

高騰対策として、市民生活の支援及び地域経済

の活性化のために、昨年に引き続き、市独自の

物価高騰対策生活応援商品券の支給をする事業
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に必要な費用を計上しております。 

  ８款土木費では、橋梁長寿命化事業の予算の

組替えのほか、一本柳檜葉沢線の道路改良工事

及び桧町地区流雪溝整備工事に係る費用を増額

補正しております。 

  私からの説明は以上でありますが、詳細につ

きましては財政課長に説明させますので、御審

議いただき、御決定くださいますようお願い申

し上げます。 

小関 孝財政課長 議長、小関 孝。 

佐藤卓也議長 小関財政課長。 

小関 孝財政課長 おはようございます。 

  議案第１号一般会計補正予算（第６号）につ

いて、私より御説明申し上げます。 

  このたびの補正予算につきましては、市長も

御説明申し上げましたが、主として国の補正予

算の追加配分によるものとなってございます。 

  補正予算書１ページをお開きください。 

  一般会計補正予算は、歳入歳出それぞれ４億

6,381万1,000円を追加しまして、補正後の総額

は212億3,421万7,000円となります。 

  各款、各項の補正予算並びに補正後の額につ

きましては、２ページの第１表、歳入歳出予算

補正を御確認いただきたいと思います。 

  次に、３ページをお開きください。 

  第２表繰越明許補正でございます。 

  ７款商工費の原油価格物価高騰対策事業は、

歳出の予算でも御説明いたしますが、物価高騰

対策生活応援商品券の支給事業、これは年度内

の配布を目指して進めてまいりますが、換金な

どの一部の手続が年度内に完了しないと見込ま

れるために、繰越しとするものでございます。 

  ８款土木費の一本柳檜葉沢線整備事業及び桧

町地区流雪溝整備事業につきましては、事業工

程から年度内の完成が困難であるため、繰越し

とするものでございます。 

  次に、４ページをお開きください。 

  第３表、地方債補正でございますが、国の補

正予算などの追加配分に伴う事業費の変更によ

りまして、県営土地改良事業負担債や地方道路

等整備事業債、これらの補正を行ってございま

す。 

  次に、７ページの歳入についてでございます。 

  初めに、11款地方交付税でございますが、こ

のたびの補正の一般財源に余剰金が生じました

ので、この分を減額補正してございます。 

  15款国庫支出金の２項１目総務費国庫補助金

は、低所得世帯への物価高騰対策支援給付金事

業、こちらをはじめとします各種の物価高騰対

策事業への財源としまして、地方創生臨時交付

金２億574万2,000円を増額してございます。 

  また、２項６目の土木費国庫補助金は、社会

資本整備総合交付金を増額してございます。 

  16款県支出金の２項４目農林水産業費県補助

金の農地利用効率化等支援事業費補助金と、畑

地化促進事業費補助金は、県の内示に合わせた

増額補正となってございます。 

  県支出金の２項５目商工費県補助金の地域経

済活性化物価高騰対策事業費補助金は、物価高

騰対策生活応援商品券支給事業に充てるとしま

して、新たに計上したものでございます。 

  続きまして、８ページからの歳出について御

説明申し上げます。 

  初めに、３款１項１目社会福祉費には、低所

得世帯への物価高騰対策に係る支援としまして、

１億1,143万7,000円を計上してございます。こ

ちらは、住民税が均等割のみの世帯を対象に10

万円を給付、また、住民税が非課税の世帯と均

等割のみの子育て世帯の子供さん方１人につき

５万円を給付するものでございます。 

  ６款１項３目農業振興費は、地方創生臨時交

付金を活用しまして、稲作農家に対して種苗の

購入費用の一部を補助する新庄産米生産応援事

業費補助金1,575万円、こちらを新たに計上し

たものでございます。 

  また、６款１項５目農地費の県営土地改良事
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業費、９ページ、６款１項６目水田農業対策費

の畑地化促進事業費補助金は、国の補正予算の

追加配分に伴いまして、それぞれ増額補正とし

てございます。 

  次に、９ページ、７款の商工費でございます

が、１項２目商工振興費の原油価格物価高騰対

策事業費は、全市民を対象としまして3,000円

の商品券を配布するとしまして、１億1,670万

円、こちらを新たに計上してございます。これ

につきましては、歳入でも申し上げましたが、

国の地方創生臨時交付金のほか、県の地域経済

活性化物価高騰対策事業費補助金を財源とした

ものでございます。 

  次に、８款２項２目の道路維持費につきまし

ては、前波跨線橋の撤去が想定よりも安価で済

んだことにより減額としてございます。予算を

ほかの橋梁補修費に組替えとしたものでござい

ます。 

  10ページの８款２項３目道路新設改良費の一

本柳檜葉沢線整備事業、それから８款６項２目

の雪総合対策費、桧町地区流雪溝整備事業は、

国の補正予算の追加配分に伴いまして、それぞ

れ増額としたものでございます。 

  以上で一般会計補正予算案の説明を終わりま

す。御審議いただき御可決賜りますよう、よろ

しくお願い申し上げます。 

佐藤卓也議長 ただいま説明のありました議案第

１号については、会議規則第37条第３項の規定

により委員会への付託を省略したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第１号は委員会への付託を省略することに

決しました。 

  これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

６ 番（田中 功議員） 議長、田中 功。 

佐藤卓也議長 田中 功議員。 

６ 番（田中 功議員） おはようございます。 

  私のほうから、７ページの16款県支出金２項

の県補助金４目農林水産事業費の県補助金につ

いてですけれども、その中で、畑地化促進事業

補助金6,111万7,000円、農家側からは、最初、

採択、昨年の２月頃からこの事業が農家側に連

絡ありまして進めてきたんですが、最初の４月、

５月の段階では、国の予算の関係か、非常に見

合せというか第２次募集みたいな形で保留され

た経緯がありまして、それがこのように大きな

金額で採択を受けた、補助金の対象になったと

いうことは非常にありがたいことで、農家の

方々から非常によかったという声をいただいて

いますので、ありがとうございました。 

  次に、８ページの６款１項３目の農業振興費

についてでございますが、ただいまの説明では、

種苗費に対する補助金だというふうにお話を伺

いました。これも金額的には1,575万ですか。

この件については農家側でどのような認識され

ているか、あるいは市側でどのようなＰＲをし

ているのかお伺いしたいんですが。 

柏倉敏彦農林課長 議長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也議長 柏倉農林課長。 

柏倉敏彦農林課長 ７ページにつきましては、ち

ょっと誤解があるようですのでお話をしたいと

思います。 

  今回の畑地化事業の歳入につきましては、改

良区等へお支払いする協力金、それから決済金

等をお支払いするための財源でありますので、

よろしくお願いしたいと思います。 

  それから、８ページの新庄産米の生産応援事

業費補助金につきましては、この予算が可決し

た後、再生協を通じて各農家のほうに周知を図

るという内容になってございますので、よろし

くお願いしたいと思います。 

  以上です。 

６ 番（田中 功議員） 議長、田中 功。 

佐藤卓也議長 田中 功議員。 

６ 番（田中 功議員） 最初の補助金について
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は、失礼しました。私の認識不足でしたので、

了解いたしました。だけれども、畑地化事業に

ついては非常に農家側の受け止めがよくて、助

かったということは事実でございますので、承

知をいただきたいと思います。 

  この種苗に対する対応なんですが、これにつ

いても、非常に農家経済を手助けする内容でご

ざいますので、今言ったような内容で今後お伝

えするということでございますので、それも承

知しまして、よろしくお願いしたいと思います。 

  以上です。 

佐藤卓也議長 ほかにありませんか。 

１７番（小野周一議員） 議長、小野周一。 

佐藤卓也議長 小野周一議員。 

１７番（小野周一議員） 今の田中議員と重ね合

わせますけれども、８ページの６款１項３目の

農業振興費の、私も稲作農家の種苗費の助成金

についてお聞きしたいと思います。 

  先ほど課長言ったとおり、この議会で議決さ

れて、そして再生協議会で説明されると思うん

ですけれども、この1,575万何がしのお金とい

うのは、市全体の種苗費の１反歩当たりどのく

らいの補助金になるのか。 

柏倉敏彦農林課長 議長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也議長 柏倉農林課長。 

柏倉敏彦農林課長 １反歩当たりどれぐらいの補

助金になるのかという御質問でございますが、

こちらの試算では、１反歩当たり500円を想定

しております。 

  以上です。 

１７番（小野周一議員） 議長、小野周一。 

佐藤卓也議長 小野周一議員。 

１７番（小野周一議員） 実は、我々会派でも11

月に政策会議しております。というのも、その

中で農業に関して持続可能な農業の推進につい

てということで、大きく２項目挙げております。

その中に、農業を取り巻く環境は厳しい状況下

に置かれるため、市独自の支援策を継続してお

願いしたいという政策提言であります。今、課

長から10アール当たり500円ということは、私

も農家しているんですけれども、大体10アール

当たり４キロから５キロの種苗を頼むんですよ

ね。ただ、それは１キロ当たり、妙なものです

よね、これ１反歩当たり。もう少し上乗せとい

うことは内部で検討なされなかったんでしょう

か。 

柏倉敏彦農林課長 議長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也議長 柏倉農林課長。 

柏倉敏彦農林課長 今般の補助事業につきまして

は、価格の高騰分ということで、その差額の一

部を助成する内容となってございます。確かに

小野議員おっしゃるとおり、１反歩当たりの種

苗費、種もみ代にしますと3,000円以上かかる

ということは認識してございます。令和３年度

から比較しますと値段もかなり上がっていると

いうことで、その差額分の一部を市のほうで何

とか助成できないかということで検討しまして、

今回の提案をさせていただいているところでご

ざいます。御理解いただきますよう、よろしく

お願いしたいと思います。 

１７番（小野周一議員） 議長、小野周一。 

佐藤卓也議長 小野周一議員。 

１７番（小野周一議員） 幾らでも生産農家たち

は本当にありがたい話だと思うんですけれども、

やはり前回の支援策もあるわけですよね。そう

いうことを考えた場合は、農業を基幹産業とす

る当市としては、もう少し予算的にも配慮して

も私はよかったんじゃないかと思うわけでござ

います。 

  先ほど財政課長からは、地方創生臨時交付金

から使わせてもらうということがあったんです

けれども、やはりもう少し、農林課としては頑

張ってほしいなという思いであります。 

  この予算に関しては、この議会で議決される

わけなんですけれども、やはりもう少し、農業

を基幹産業と位置づけとしている本市の農業に
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対する考えについて、本当に、もう少し本当に

考えてほしいという思いで発言をいたしました。

どうですか、課長。 

柏倉敏彦農林課長 議長、柏倉敏彦。 

佐藤卓也議長 柏倉農林課長。 

柏倉敏彦農林課長 農林業をつかさどる我々とし

ても、基幹産業であるということは認識してご

ざいますし、今後とも新庄市の農家の方が永続

的に農業を営んでいただけるよう、いろんな角

度から支援策を、今後どういうことができるの

かということも調査しながらしていきたいとい

うふうに思います。 

  以上です。 

佐藤卓也議長 ほかにありませんか。 

１８番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

佐藤卓也議長 小嶋冨弥議員。 

１８番（小嶋冨弥議員） 私からは、商工費の物

価対策、これ商品券ですね。券を配るというこ

とですので、その詳しい内容教えてください。 

小関紀夫商工観光課長 議長、小関紀夫。 

佐藤卓也議長 小関商工観光課長。 

小関紀夫商工観光課長 商品券事業の概要でござ

いますが、今現在、準備のほうも、今日御可決

いただきましたら早急に進めたいと思ってござ

いますが、まず、交付額は１人につき3,000円

を予定してございます。対象者は今年の１月１

日時点で新庄市の住民登録をされている方、対

象者は約３万3,000人ほどというふうに踏んで

ございます。支給方法ですが、３月上旬をめど

に商品券のほう各世帯にお配りして、４月上旬

から使えるように準備を進めてまいりたいとい

うふうに考えてございます。 

  以上でございます。 

１８番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

佐藤卓也議長 小嶋冨弥議員。 

１８番（小嶋冨弥議員） ほとんどの世帯に網羅

という考えでいいわけですね。それは大変結構

だと思うんだけれども、４月に配られていると、

もう一番のピーク過ぎていないですか。本来は

一番欲しいのは、私ども12月か１月、２月、３

月上旬ぐらいが本当はしていただくと、みんな

よかったなという感じだけれども、４月になる

とだんだん暖かくなってきて、こんなに恩恵と

いうありがたみが薄れるような気がするんです

ね。だから、これもう少し事業早くできないの

かな。課長、いかがでしょうか。 

小関紀夫商工観光課長 議長、小関紀夫。 

佐藤卓也議長 小関商工観光課長。 

小関紀夫商工観光課長 もう少し配布のほう、商

品券の活用早くできないかという御質問でござ

いますが、こちらのほうでもなるだけ早めに使

っていただきたいという思いがございましたの

で、なるだけ早めにというスケジューリングを

した結果、３月上旬にしかちょっとお配りでき

ないという現状でございますので、御理解のほ

どよろしくお願いいたします。 

川又秀昭総合政策課長 議長、川又秀昭。 

佐藤卓也議長 川又総合政策課長。 

川又秀昭総合政策課長 私のほうから補足説明を

させていただきたいと思いますけれども、先ほ

ど財政課長が御説明申し上げましたとおり、地

方創生臨時交付金を活用したメニューというと

ころで、追加交付で頂いたといいますか、国か

ら交付されることとなった財源を活用したメニ

ューというところで、時期的には小嶋議員おっ

しゃるとおり早め早めに、一番の必要な時期に

というところは当然ではあるんですけれども、

交付金を追加で交付されたという、そういった

一番大きな理由がありまして、中のほうでも、

内部のほうでも今からどういったメニューに活

用していくのが一番効果的かというところで、

今回はこの商品券と種苗の補助というところで

の活用の仕方にさせてもらっているわけですけ

れども、なるべく全市民に、追加で頂いた補助

金でございますので、なるべく多くの方に行き

渡るようにということで、商品券とさせていた
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だいた経緯がございます。時期的なものにつき

ましても、追加で頂いた時期が今の時期でなっ

たということで、なるべく早めにということで

この臨時会で補正予算提案させていただいてい

る状況でございますので、そういった内部の事

情もあるということで御理解いただければと思

っております。 

  以上でございます。 

１８番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

佐藤卓也議長 小嶋冨弥議員。 

１８番（小嶋冨弥議員） 内部の事情は分かる。

だけれども、いいことするんだからもう少し、

例えば別の金を借りて、借り換えて、交付した

らそこから出すという方法はできないのか、そ

ういったスピーディーなこと、やりくりだと思

うんだけれども、それはいろんなテクニックあ

るんだけれども、せっかくいいことして喜ぶも

のなら今の時期だと思う、やっぱり。そうする

と新庄の行政すごいな、ありがたいなと、同じ

ことでありがたみが違ってくると思うのよ。く

どいけれども、もう１回お願いします。そうい

う借換えとかなんかテクニック的にできるかで

きないか、これも含めて。 

川又秀昭総合政策課長 議長、川又秀昭。 

佐藤卓也議長 川又総合政策課長。 

川又秀昭総合政策課長 ただいまの、なるべく早

めに別な財源をというところでの御質問かと思

いますけれども、やはり国のほうの政策に基づ

いて、追加で交付されるというところで、国の

動きというのは、本当に様々取り巻く情勢とい

うのが変わっておりまして、今回提案しており

ます定額減税に伴う給付なども、国で早急に決

まったものに対して、なるべく早く対応すると

いうところで、我々としても手続を進めている

ところでございますけれども、追加で来るとい

うのが、いきなり交付されるとか、そういった

ところの理由がございますので、あらかじめ分

かっているのであれば、今小嶋議員おっしゃる

ようなやり方というのもあるんでしょうけれど

も、なかなか国県市の関係性の中で、そういっ

た手続の中でやっているものですから、小嶋議

員おっしゃるような、あらかじめというところ

はちょっとできないところになっておりますの

で、御理解いただきますようよろしくお願いい

たします。 

佐藤卓也議長 ほかにありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

佐藤卓也議長 佐藤悦子議員。 

１ 番（佐藤悦子議員） ８ページの３－１－１

で、低所得世帯への物価高騰対策の支援という

ことで、これは住民税非課税世帯の分には、前

に７万円配るというふうになったのにプラスし

て、今度は均等割のみの世帯に10万円、そして

こども加算で１人５万円、そういう内容でよろ

しいのか、もう一度お願いします。 

鈴木則勝子育て推進課長兼福祉事務所長 議長、

鈴木則勝。 

佐藤卓也議長 鈴木子育て推進課長兼福祉事務所

長。 

鈴木則勝子育て推進課長兼福祉事務所長 低所得

世帯の物価高騰対策支援につきましては、この

たびの対象が住民税均等割のみ課税世帯となっ

てございますが、やはり住民税非課税世帯につ

きましては、先に別の形で支援が既に行われて

おりますので、今回はこの対象には入っていな

いという形になっているところでございます。 

  以上であります。 

佐藤卓也議長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ
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れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第１号は討論を終結し、直ちに採決するこ

とに決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第１号令和５年度新庄市一般会計補正予

算（第６号）は、原案のとおり決することに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐藤卓也議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第１号は原案のとおり可決されました。 

 

 

閉      会 

 

 

佐藤卓也議長 以上で今期臨時会の日程は全て終

了しましたので、閉会いたします。 

  本日はどうも御苦労さまでした。 

 

     午前１０時４５分 閉会 

 

 

   新庄市議会議長  佐 藤 卓 也 

 

   会議録署名議員  田 中   功 

 

    〃    〃   八 鍬 長 一 

 

 


